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別紙 発言の要旨

■委嘱状交付式

１ 開式

事務局 本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがと

うございます。

本会議は、「ふじみ野市審議会等の会議の公開に関する規則」にお

きまして、公開の対象となっておりますので、本日傍聴される方に

おきましては、ここで会場に入場し、傍聴していただくこととなり

ます。なお、本日の会議の傍聴者はおりません。

続きまして、総合振興計画審議会を開催する前に、委員の委嘱式

を行いたいと思いますのでよろしくお願いします。こちらから、席

のほうへ回りますので、お手数ですが、順次、自席でお立ちくださ

るようお願いします。

２ 委嘱状交付

順次委嘱状の交付

３ 市長あいさつ

事務局

市長

なお、本日、所用で伊藤委員が御欠席されておりますので御報告

させていただきます。

それでは、総合振興計画審議会委員の皆さんの委嘱にあたりまし

て、高畑市長より御挨拶を申し上げます。

ただいま、ふじみ野市総合振興計画審議会の設置にあたり、諮問

に対する答申までを任期として委嘱をさせていただきました。

私は、常々『市民目線で行政経営にあたる』というメッセージを

広く発信しております中で、市役所は市民のために役に立つ所であ

る以上、どんな風に役にたっているのか成果をきちんと計らなけれ

ばなりません。そして、それを市民目線で計り、現状把握をした上

で次へのステップとしなければなりません。このサイクルを行政に

よる内部評価をはじめ、公開事業評価や行政評価外部評価委員会と

いう外部評価により、客観性を確保しながら進めているところです。

後期基本計画は、ふじみ野市総合振興計画の後半部分を担う計画

として、前期基本計画の各施策を検証し、今後における効果的・効

率的な施策の推進や見直しを図るとともに、新たに、市民目線の目

標を明確に位置づけることで、総合振興計画の将来像（自信と誇り
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そして愛着のあるまち ふじみ野）を達成していきたいと考えており

ます。

結びに、この度、委員をお引き受けいただきました皆さまには、

大変貴重な時間を割いて審議を行っていただく訳でございますが、

ふじみ野市における最も上位に位置づけられる重要な計画に対する

ものですので、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

４ 閉式

事務局 これをもちまして、委嘱状交付式を閉式します。

■第１回審議会

１ 開会

事務局 続きまして、これより第 1 回ふじみ野市総合振興計画審議会を開会

します。最初に、当審議会の設置目的及び所掌事務について簡単に

ご説明させていただきます。

資料１をご覧ください。当審議会は、地方自治法の規定に基づき設

置する附属機関でありまして、所掌事務は、「市長の諮問に応じ、ふ

じみ野市総合振興計画の策定に関する必要な調査や審議を行い、そ

の結果を市長に答申すること」となっています。市長は、審議会か

ら出された答申を踏まえて、総合振興計画を策定していくこととな

ります。

また、当審議会の組織については、資料３の委員名簿のとおり、

教育委員会の委員、農業委員会の委員、公共的団体等の代表、知識

経験を有する者、市民の代表者の 1３名で組織させていただいてお

ります。任期は、諮問に係る答申の終了までとなっていますのでよ

ろしくお願いします。

２ 委員・事務局紹介

事務局

各委員

事務局

それでは、今回の会議は第１回ということでありますので、委員

の皆さんに簡単に自己紹介をいただきたいと思います。

自己紹介

自己紹介

３ 会長・副会長の選出

市長 それでは、私が議長の代理となって進行させていただきます。「ふ

じみ野市総合振興計画審議会の正・副会長の選出ついて」でありま
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西村（幸）委員

事務局

市長

各委員

市長

すが、ふじみ野市総合振興計画審議会条例第４条におきまして、会

長及び副会長については、委員の互選によることとなっております

ので、委員の方々にお諮りいたします。

面識が無い中で推薦というのも難しいので事務局案がありました

ら、ご提示願いたい。

あくまでも事務局案ということでお伝えいたします。本日はご欠

席されておりますが、会長を文京学院大学人間学部長の伊藤英夫委

員、副会長を教育委員会委員の小熊千寿子委員にお願いできればと

考えておりますがいかがでしょうか。

ただいま、事務局から、会長を文京学院大学の伊藤英夫委員、副

会長を教育委員会委員の小熊千寿子委員でお願いしたい旨の案が出

されましたが、いかがでしょうか。

異議なし。

では、会長につきましては伊藤委員、副会長につきましては、小

熊委員にお願いしたいと思います。

正副会長が決定されましたので、議長の職を辞させていただきま

す。御協力いただき、ありがとうございました。

４ 会長・副会長挨拶

小熊副会長 ただいまご使命いただきました小熊と申します。ふじみ野市の骨

格となる計画の審議会の副会長ということで、務まりますか不安で

すが、皆さんのご協力を得ながら進めてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

前期の計画の方に、「自信と誇り そして愛着のあるまちふじみ

野」というキャッチフレーズがついていて、これですべてを言い表

しているかと思いますが、私としては子どもたちが豊かに育つまち

ということがとても大事なことだと思っています。子どもが豊かに

育つまちは、他のすべての人にとってもやさしいまちになるかと思

うので、子どもが豊かに育つまち、また文化の薫り高いまち、とい

うようなイメージのもと、計画ができたらいいと考えています。こ

れは私個人のイメージですが、委員のみなさまそれぞれも「こうい

うまちにしたい」というイメージをきちんとお持ちになった上で、

活発な審議が交わされることを願っています。どうぞよろしくお願

いいたします。
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５ 議事

（１）策定方針について

事務局

小熊副会長

内村委員

小熊副会長

資料をもとに、計画の策定方針について説明。

今の事務局の説明で何かご質問はありますでしょうか。

説明に対する質問ではないのですが、私が先ほど自己紹介をさせ

ていただいたときに、放課後児童クラブの指導員をやっていると申

し上げましたが、月曜日の今のこの時間に実は活動が始まっている

のです。それで気になっていたことで今お伺いしたいのですが…

今後のスケジュールのことに関してですよね、その時にまたお願

いいたします。他に質問がなければ次に行きたいと思いますがいか

がでしょうか。
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（２）今後のスケジュールについて

事務局

小熊副会長

西村（正）委員

事務局

小熊副会長

西村（幸）委員

関谷委員

小熊副会長

事務局

関谷委員

小熊副会長

資料をもとに、計画の策定方針について説明。

今の説明で今後木曜日になるのですが、何かご質問はありますでし

ょうか。

委員会のスケジュールではないのですが、10月の中旬頃に意見交換

会が設定されているのですが、これはこの審議会とスケジュールと関

係あるのでしょうか。参加とか、そういう点についてはどのようにお

考えでしょうか。

基本的にはこの意見交換会につきましては、審議会のご意見を踏ま

えた中で、原案を市民への問いかけの素案として提示するということ

で、それに対する説明会を開催します。審議会の委員の皆さんが直接

この交換会に出るということは今考えていません。

よろしいでしょうか。他に何か質問はございますか。

質問ではないのですが、30 日は先約があるので頭を悩ませていると

ころです。

例えば、委員が諮問と審議をするときには、ある程度原案を決定し

ていますよね。個人に資料を配布していただいて、それに対する意見

を後ろの方でペーパーとしてまとめて提出するということは可能で

すか。

事務局の方、いかがでしょうか。

諮問委員会につきましては、基本的には開催通知のときに、その議

案に対する資料は提出させていただいております。送付させていただ

きまして、ご都合の悪い方につきましてはそれについても有無をいた

だきまして、それを審議会の中でも議論をさせていただくということ

をさせていただきます。８月 30 日については、申し訳ないのですが、

当日の諮問ということもありますので、諮問書は当日配付ということ

になります。それ以降のことに関しましては先ほど申し上げたような

形でさせていただきます。

そうすると８月 30 日の諮問書が終わったときの結果というのは欠

席された委員にも配布していただけるのですね。それに対する意見書

をまとめて、もう一回こっちの方から出しても問題はないのですね。

今事務局の方から説明がありました。会議のところで過半数の出席

が無ければ会議を開くことができないということになっております

が、30日、他にご都合の悪い方がいらっしゃいますでしょうか。今の

ところは大丈夫そうですね。ご都合のつかない方は申し訳ございませ

ん。
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茂垣委員

事務局

小熊副会長

西村（幸）

小熊副会長

事務局

小熊副会長

関谷委員

通常、委員会の回数はこのようなものなのでしょうか。

どうしてもまとめたものの提示ということになりますので、そこで

今おっしゃられているように審議会の中ですべての質問に対応する

ことはできないと思います。だから持ち帰る形で、こういうものに対

する回答を会議の間でやりとりするという感覚です。今回 13 人の委

員さんがいらっしゃって、だいたい審議会は３～４回というのが通常

のパターンとしてあるのかと思います。

ただいま事務局の方から説明がありましたが、よろしいでしょう

か。本当に少ない回数の中で意見を出していくのはなかなか大変だと

思いますが、なるべく早めに資料をいただいて挑んでいくという形に

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは以上で今日予定しておりました審議については終了いた

しましたが、その他について何かありますでしょうか。

前もって、計画していただきまして、今日この段階で委員の数が 13

名で、17 名から 13 名にして４名の差があるわけです。その差という

ことについて事務局はどのように考えて、17 名にしなかったのかお答

えいただきたいと思います。

事務局、お願いいたします。

17 名を制定した前期基本計画の背景としまして、合併直後の 18 年

は、実は一つは公共的な団体の代表というのが、合併当時まだ団体と

しての統合をされていないという状況でした。その中で、これにつき

ましては商工会であったり、自治会であったり社会福祉協議会であっ

たりというところが、地域性が強いということもありましたので、そ

れについてはその当時は両団体から出てきてもらっていたというこ

とがあります。そういうところの部分で条例改正にあたりましては、

人数が 17 名以内となっておりますので、あえて改正をせずに今回は

13 名という形で構成をさせていただきました。基本構成としては変わ

っていないのですが、背景としまして 18 年の合併直後というものあ

りますので、そういう段階での地域性というものも配慮した当時の 17

名ということになります。

よろしいでしょうか。他に何かございますか。

審議は今２回になっていますよね。そうするとこの２回というの

は、ふじみ野市総合振興計画の中でかなり携わりますよね。そうする

と第１回目は何ページから何ページ、第２回目は何ページから何ペー

ジということはやるのでしょうか。それともこれは全部ひっくるめて

やるのでしょうか。
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事務局

小熊副会長

関谷委員

小熊副会長

事務局

小熊副会長

事務局

これを見ていただくと、その他の諮問のところで見ていただけると

思うのですが、柱としては６つの大綱があります。その６つをできれ

ば３つずつに分けて実施していきたいと事務局の中では考えていま

す。

ということですが、関谷委員よろしいでしょうか。

はい、結構です。

他に今日のことで何かご質問はございますか。無いようでしたら、

事務局から何かありましたら、お願いいたします。

お忙しい中誠にありがとうございました。本日お配りしました、資

料６につきましては、大綱を前期と後期と見比べた形で少し、組織に

適した形で対等させていただいております。これについては当審議会

の中では議論というよりはこういう形でスライドしているのだとい

う程度で結構だと思うのです。また、市民意識調査の方につきまして

は、今回 20 歳以上の市民の方 3,000 人を対象に無作為抽出でやりま

した。回答率は 53.9％で、これに対する調査結果につきましては、あ

る程度市民の意向であったり市民の考え方というものが出ておりま

すので、目を通していただきまして、市の現状だったり市民の考え方

という背景を認識していただき、またこの中から施策に対する重要度

であったり、優先度という認識を少し参考にしていただければ、委員

の方の信用、根本的な部分の自信にもなると思いますので、よろしく

お願いいたいと思います。

本当に短い期間で大変だと思いますが、極力読み込んで次回に備え

たいと思います。皆さんどうぞよろしくお願いいたします。

それでは以上で本日予定されておりました議事が終了いたしまし

たので、事務局に管理進行をお戻ししたいと思います。

本日は、お忙しいところお集まりいただき、誠にありがとうござい

ました。次回会議もよろしくお願いします。


